
やさとの農業と産直の取り組み
そして自給を考える



1976年 たまごの産直始まる
1986年 きぬさや、いんげん、そらまめなど野菜の産直始

まる
1987年 コシヒカリの産直始まる
1988年 納豆用極小粒大豆の供給始まる
1989年 納豆工場が完成し、生協へ納豆の供給始まる

東都生協無農薬体験田の取り組みが始まる
1990年 平飼卵の供給始まる



1997年 有機栽培部会設立
1999年 新規就農研修制度始まる「夢ファーム」

設立当初のメンバー

有機栽培部会の誕生
JAやさとの産直の取り組みから

「安全でよりおいしく より健康に」
を求める 消費者の求めに応えるため
これまで培ってきた土作りの技術を生
かし 減農薬栽培より更に環境に配慮
した有機栽培に取り組む事として
ここにJAやさと有機栽培部会を
１９９７年（平成９年）１１月２０日
に発足しました。







消費者の皆さんと交流会
感謝の集い













エン麦の
すき込み

５月上中
旬

























初期成育のそば畑の圃場 有機人参発芽後の様子 嘉良寿里地区の畑の状況



常陸秋そば 有機人参圃場 嘉良寿里地区の畑



有機レタス圃場 やさと菜園秋冬人参圃場やさと菜園小松菜ハウス圃場

９月の畑の様子
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有機栽培部会の主な販売先

学校給食



2016年 野菜カットセンター稼働
2021年 ミールキット販売始まる

東日本ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ向け刻みネギ ミールキットやさと納豆





食料農業農村基本法の見直し

海外の安い農産物の輸入

日本国内の食料自給率を限
りなく増加の方向に導く政
策と、運動、は喫緊の課題
である！



食料農業農村基本法の見直し
有機米研究会の取り組み



持続可能な食料生産システムの開発と普及

１，環境調和型農業の推進
それぞれの地域の環境に適合した農業の実現

２，地域資源循環型農業の取り組み
地域にある資源を限りなく利用した環境に配慮した農業の実現

３，気候変動においても対応できる品種開発
３５度を超える気候でも対応出来る品種の開発

４，義務教育課程における国内農業への理解を進める教育の推進
特に義務教育の早い段階において食料の自給と国内農業の関係を教育することの
推進

５，農民、消費者、民間企業、政府など全ての関係する皆さんが将来の食
料問題と環境破壊に一丸となり立ち向かう事が必要。











有機栽培部会の皆さん
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婦

近江商人の言葉に「三方良し（お客様良し、世間良
し、自分に良し）」がある、もう一つ加えて
四方良し＝「未来に良し」

全ての人が、豊で未来に向けて希望を持って安心
して暮らせる社会の構築が出来る取り組み



御清聴ありがとうございました
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